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室井二選択的注意における知覚的負荷の影響   
1968他）。そしてこの分析にほ容量限界がなく，チャンネルに関らず並行処理され，刺激の同定  




3 注意における知覚的負荷の役割  
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室井：選択的注意における知覚的負荷の影響  
潮音色  
C．中性一不一致   B．不一致   A．中性   
RED  













文字数8  文字数2   












図3A Lavie（1995）実験1で使用された刺激例  
（Lavie．1995を改変）  
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高負荷   
U  
H ⑳  
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高負荷  低負荷   
図4 Lavie＆Cox（1997）で使用された  
刺激例（Lavie＆Cox′1997を改変）  
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実験  課題  
作で  
「負荷」の操作   結果  
ト たは  Kahneman＆Chajczyk（1983）；  刺激量  高負荷で干渉減少  
選択キー 探索文字数を増やす  刺激量  高負荷（探索文字数  
押し反応 （2→4→8）  課題困難度  4，8）で干渉無し  
Miller（1991）実験7  




Lavie（1995）実験2  宗 課題困難度 高負荷で干渉無し  
Go／NO－Go手がかり  
Lavie（1995）実験3  這課題困難度 高負荷で干渉無し  
）   
高負荷で干渉無し  Lavie＆Cox（1997）実験1 
Lavie＆Cox（1997）実験2 探索文字数を増やす  刺激量  高負荷（探索文字  
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室井：選択的注意における知覚的負荷の影響   


































源の容量ほそれぞれの感覚モダリティに特有であると考えられる。   
また，事象関連電位7を記録した研究では，呈示された刺激ほ，それぞれの知覚モダリティ特  
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（1）知覚的負荷を変化させる要因は，課題遂行に関連した刺激のユニット数，そのユニット数変   
化による課題遂行の困難さの変化，および各ユニットを知覚するために必要な情報処理量の   
3つに分けることができ，それぞれ初期選択に影響する程度が同じではない。  
（2）知覚的負荷の影響が同一知覚モダリティ内に限定される。つまり知覚処理に必要な資源はそ   
れぞれのモダリティに特有であり，その容量もモダリティ内で決まっている。  
（3）注意資源は知覚処理に必要な資源とは異なる影響を与える。   
今後，これらの点に関しては，実際に実験データなどによって検討していく必要があるだろう。  
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合に比べて反応時間が遅くなる。この反応時間の遅れは，注意を向けていない単語の意味が自動的   
に処理され．反応を干渉したためと解釈されている。  
3．フランカー課題（Eriksen＆Eriksen，1974）でほ反応のターゲットとなる刺激とその周囲にフラ  
ンカーと呼ばれる刺激を呈示する。被験者はターゲットの種類に応じてできるだけ早く決められた   
反応をする（例；文字FであればキーボードのFのキー，JであればJのキーを押す）。フランカー   
は課題遂行には必要なく注意ほ向けられていないが，ターゲットとの一致度（同じ文字か，異なる   
文字か）によってターゲットの反応時間に影響する。これは注意を向けられていないフランカーも  
同定され，被験者の反応を干渉したためと解釈されている。  
4．ストループ課題では意味の一致度（例：赤い色の文字“青”vs．赤い色の“赤”），フランカー課題   
では形と意味の一致度（例：ターゲットとフランカーが同じ文字vs．異なる文字）を示すことが  
多い。  
5．異なる2種類の課題を同時に遂行するパラダイムのこと。聴覚呈示された言葉を追唱しながら，画   
面に呈示された刺激を検知するなどの方法で行われる。  
6．Go／No－Goパラダイムと呼ばれる実験方法で，求められた反応を実行するか（Go），何も反応し   
ないか（No－Go）を，反応遂行を決定するための手がかり（Go／No－Go手がかり）に応じて決定  
する。  
7．事象関連電位（ERP）は，脳内ニューロンの電気的活動の総和として，頭皮上に貼り付けた電極   
から電位を記録し，課題遂行とは無関係に起こっている電気的活動から課題に関連した電気活動を   
区別するために，刺激呈示の時間などを基準として記録された電位を加算平均したものである。事   
象関連電位ほ，空間分解能は他の生理学的手法に比べて劣るものの，時間的分解能に優れ1／100   
秒の単位で脳内活動を測定することができるため，認知的活動の時間的変化を検討する上で有効な   
手段である（Luck，1998）。  
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